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	fill_1_6: 私は大学3回生からSOAS(ロンドン大学アジアアフリカ研究学院)に交換留学をして、本当に良かったと感じています。
主に生活面，大学面、そして就職活動の面から述べさせていただきます。

第一に生活面ですが、私はロンドン郊外のホストファミリーの家で生活していました。私の滞在先の家族はあたたかく迎えてくれましたが、人によっては問題を抱えていたので周囲が必要です。私は「Host International」というサイトからホストファミリーを探したので、是非使用してみてください。学生寮もありますが、治安が悪いという声を聞いています。安く生活するには向いてますが、ある程度の注意が必要です。

第二に学習面ですが、ELASコースは人によってはレベルが低く感じる可能性があります。SOASでは日本人は語学力は比較的高い方なので、どうしても他の苦手な学生に合わせる傾向があることは注意してください。しかし、1,3学期末の成績が良ければ、次学期に正規学生と共に授業を受けられるので、日々の授業を大切にしましょう。(3学期末はテスト期間なので、2学期末に成績良好でも不可能です) ただ、ELASコースは卒業論文を英語で書こうとしてる学生には最適な環境であると思いますので、有益であることに変わりはありません。

第三に就職活動面ですが、毎年4月にロンドンキャリアフォーラムが開催されます。「ボスキャリ」より規模は劣りますが、日系・外資系の企業が集まりますので、留学中に内定を得ることは可能です。しかし、限られたなかで自分にあった企業を見つけることは難しいので注意は必要です。

三つの面から述べさせていただきましたが、ロンドンという世界的な大都市で生活することはまたとない経験です。この交換留学を達成するなかで支えてくださったすべての方に感謝申し上げます。誠に有難う御座いました。
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